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各 位 

持田製薬株式会社 

 

神経再生誘導材 ReFeelⓇの 

米国における販売提携契約締結のお知らせ 

 

 

持田製薬株式会社（東京都新宿区、代表取締役社長：持田 直幸、以下「持田製薬」）

は、神経再生誘導材 ReFeelⓇについて、米国の PBC Biomed Inc.（米国・テネシー州メ

ンフィス、President：Paul Burke）と米国における販売提携契約を締結しましたので、

お知らせします。 

 

本契約に基づき、持田製薬の米国子会社である Mochida Medical USA, Inc.（米国・テ

ネシー州コルドバ、President：毛利 文彦）が PBC Biomed Inc.と連携し、ReFeelⓇの本格

的な販売を開始します。PBC Biomed Inc.は複数の代理店を通じて全米各地に販路を広

げ、ReFeelⓇの販売を推進します。 

 

ReFeelⓇは、アルギン酸ナトリウムとポリグリコール酸不織布で構成されたシート材

の医療機器です。アルギン酸ナトリウムは生体親和性のあるバイオマテリアルであり、

神経損傷部位において神経再生に適した環境を維持し、神経の修復・再生を促します。

また、ポリグリコール酸不織布はシート材の柔軟性と強度を保つ役割を担っています。

ReFeelⓇは、神経損傷部位の状態に応じて使用できることやシート形状による扱いやす

さが特長です。 

 

持田製薬は、米国におけるこれらの取り組みを通じて患者さんの QOL向上に貢献する

とともに、バイオマテリアル事業のさらなる成長を目指します。 

 

以 上 

 

PBC Biomed Inc.について 

PBC Biomed Inc.は、アイルランドのシャノンに本社を置く Pharmaceutical Business 

Consultants Limited（以下「PBC Biomed」）の米国子会社です。PBC Biomed は、医療機器、バ

イオマテリアルおよび医薬品分野における新技術の事業化を通じて医療イノベーションを推進

することを目的に、2010 年に設立されました。医療技術の開発・事業化に関する幅広い知識と

経験を活かし、企業、医師、大学などと連携して、革新的な医療技術の実用化に取り組んでいま

す。なお、持田製薬は、PBC Biomed に ReFeelⓇの製造を委託しています。 

 

 

※ ReFeelⓇは、日本国内においては未承認の医療機器です。 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

持田製薬株式会社 経営企画部広報室 （TEL：03-3225-6303） 


